
　

鳥
を
観
察
す
る
と
き
、
望
遠
鏡
で
は
覗
い

て
い
る
人
ひ
と
り
し
か
鳥
が
見
え
ま
せ
ん
。

遠
く
に
い
る
特
定
の
鳥
を
、
大
人
数
で
同
時

に
観
る
た
め
に
は
工
夫
が
必
要
で
す
。

　

そ
こ
で
、
米
子
水
鳥
公
園
で
は
、
デ
ジ
タ

ル
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
と
大
型
液
晶
テ
レ
ビ
を

使
っ
て
、
遠
く
の
鳥
を
大
き
く
映
し
て
い
ま

す
。
液
晶
テ
レ
ビ
は
、
米
子
市
の
ふ
る
さ
と

納
税
の「
が
い
な
米
子
応
援
基
金
」で
購
入

し
て
い
た
だ
き
、
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
は
、
地
域

貢
献
団
体
ス
ワ
ン
米
子
か
ら
寄
付
し
て
い
た

だ
い
た
も
の
で
す
。
こ
の
機
材
が
な
か
っ
た

時
は
、
大
き
く
プ
リ
ン
ト
し
た
鳥
の
写
真
を

使
っ
て
説
明
す
る
こ
と
し
か
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
今
日
で
は
、
遠
く
に
い
る
鳥

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
、
か
つ
拡
大
縮
小
自
在
、

高
倍
率
・
高
画
質
で
大
画
面
に
映
す
こ
と
が

で
き
、
さ
ら
に
は
オ
ー
ト
フ
ォ
ー
カ
ス
で
録

画
も
で
き
ま
す
。

　

こ
の
機
材
が
特
に
活
躍
す
る
の
が
、
幼
稚

園
や
小
学
校
の
遠
足
で
ご
来
館
い
た
だ
い
た

と
き
で
す
。
大
人
数
の
園
児
や
児
童
に
、
遠

く
の
鳥
を
大
き
く
映
し
な
が
ら
説
明
す
る

と
、
生
中
継
さ
れ
て
い
る
鳥
の
様
子
を
観
て
、

歓
声
が
上
が
り
ま
す
。
今
現
在
活
動
し
て
い

る
鳥
を
大
人
数
で
同
時
に
観
察
で
き
る
の
は

画
期
的
な
こ
と
で
す
。
米
子
市
に
寄
附
い
た

だ
い
た
皆
さ
ん
と
、
ス
ワ
ン
米
子
の
皆
さ
ん

に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

米
子
水
鳥
公
園
専
任
指
導
員　

桐
原　

佳
介

レ
ン
ジ
ャ
ー
通
信

米
子
水
鳥
公
園

水
鳥
公
園
の
指
導
員（
レ
ン
ジ
ャ
ー
）に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

問
米
子
水
鳥
公
園
（
☎
24
―
６
１
３
９
、

24
ー
６
１
４
０
）

常設（コレクション）展「岩宮武二　目
もくぜんしんご

前心後」より

岩
い わ み や

宮武
た け じ

二《日
ひ お お

覆い》
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　米子に生まれ、戦後大阪を拠点に活躍した写真家・岩
いわみや

宮
武
た け じ

二［1920‒1989］。彼の実家は和菓子店でしたが、写
真館を営む叔父の影響で少年時代からカメラを手にしてい
ました。運動神経も抜群で、米子商

しょうさん

蚕学校（現・米子南
高等学校）卒業後、プロ野球の南海（現・福岡ソフトバン
クホークス）に入りますが、体を壊しあえなく退団。会社
勤めをしながら写真クラブに入り、撮影のセンスと技術を
磨きました。
　本作は、岩宮が26歳の夏、大阪・天神橋筋の闇市で撮
影されました。強い日差しを遮るために張られた幕がたわ
んでいるのを見上げたのでしょう。規則的に波打つ幕は黒
く、空は白く、明暗の差が強調され、岩宮の造形的な関心
がうかがえます。
　本作をはじめ、これまで郷里で紹介される機会の少な
かった岩宮の作品を紹介する常設展「岩宮武二　目

もくぜんしんご

前心後」
は、本年９月に開催予定です。
問米子市美術館（☎３４－２４２４、 ３３－０６７９） 岩宮武二《日覆い》1946年


